
Nagoya University

NII-Electronic Library Service

名古屋大学タンデトロン加速器質量分析計による 14 C 測定の現況
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本〉名古屋大学アイソトーブ総合センター， 事事〉名古屋大学理学部地球科学科 干 464

名古屋市千種区不老町

1. はl;i.めに

1976 年から 1977 年にかけて California 大学 Lawrence Berkeley Laboratory のグ

ループ[1]. Rochester 大学・ Toronto 大学 -General lonex 社のグループ [2 ， 3 ]，そ、して，

Si1Don fraser 大学・門 c 門 a s te r 大学のグループ[ 4 ]は. 独立に. 加速器を用いた天然レベ

ルの極微量核種の新しい定量方法を開発した. 彼らは. サイクロトロン加速器の分解

能の高い質量弁別効果. イオン源での負イオン形成における元素選別性， タンデム型

加速器の分子イオン除去能力， あるいは重イオン横出器の核種融別能力などを組合せ

て. 天悠レベルの極徹量破種を定量するための加速器質量分析計を組み立て， 早くも

1977年には天怨物中の川 Cの定量 [5 ， 6 ]， 1978年には 1 III B e の定量 [7 ， 8] に成功した.

1978 年には， 第ー回加速聾質量分析( A 問 S) 国際会語[ 9] が米国 Rochester大学で開

催された. その後， この A 門 S 国際会議は 3年毎に定期的に開催され [10 ， 11 ]， 1987 年 4 月

には. 加速器質量分析法の開発 10周年を祝う第 4 回 A I1 S 国際会語( A N N 0 0 EC I 門 o A 門 S) [ 

12] が. カナダのナイアガラ・オン・ザ・レイクで聞かれた.

名古屋大学では， 次章に述べる掃な過程を経て General lonex 社製のタンデト

ロン加速器質量分析計が 198 卜 1982 年に渡って. アイソトープ総合センターに段置され

た[ 13] .タンデトロン分析計は 1 4 C 測定の専用績として聾備と調聾が進められ 1983年

秋に初めて 1 4 C 年代測定が実施された. その後 1 4 C 測定のテスト実肢に平行して加速

器やイオン源等の改造が行われてきたが 1987 年 l 月から学内共同利用が開始された.

ここでは. 名古屋大学タンデトロン加速器質量分析計の設置経過， 分析計の原理と性

能. 試料調割方法などについて述べる.

2. 名古屋大学タンデトロン加速器質量分析計の段置経過

名古屋大学では 1977 年の暮れからアイソトープ総合センターと理学部の協力で，

加速器質量分析計を導入するための準備が開始された. その後， 同分析計老名古屋大

学内共同利用とする計画となり， アイソトープ総合センター， 理学部， 工学部， 農学

部， 文学部. 教聾部. プラズマ研究所， 水圏科学研究所の代表者からなる蹟置準備委

員会および肢体i 専門小委員会が発足された 1978 年春に 1979年度の概算要求として，

General lonex 社製のタンデ卜ロン加速器質量分析計の殺置が要求された. この予算要

求は次年度に 1980 ・ 1981 年度の 2年度に渡ってタンデトロン分析計が段置されること

で認められた 1981 年 2 月に測定室( 127.5 岡 2 )が新築され， 同年 3月にはタンデトロ

ン分析計の一部が設置された 1982 年 2 月にタンデトロン分析計の全システムが組み立

てられ. 加速器の高電圧の絶縁に用いられる六弗化硫黄ガスを取り扱うための S F 6 回収

詫置， および加速器を冷却するために用いられる蕪留水の循環義置が捜統された 19

82 年末にはターミナル電圧 1 .6 門 V で加速器が安定して作動し. 炭素イオンの加速ができ
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るようになり 1983 年 2 月には初めて 14C ドイオンの機出に成功し， タンデトロン分析

計による I C.C 謝定の可能性が実証された. また 1983 年 3 月には I 4 C 劃定に用いられる種

々の天鰐;試料のための調担義置の組立が完了した 1983 年 9 月からは， まだ輔度は不充

分であったが， 年代既知の試料を用いたテスト測定と並行して， 考古学試料の I 4 C年代

謝定や環境試科の川 C温度劃定が開始された 1984 年 1 月から 2 月にかけて加速曹の大改

造が行われ， 加速器がターミナル電圧約 2.0 門 V まで安定して運転できる織になった. こ

のため. 分析計の操作の勲遣と相まって I 4 C 測定の精度が大幅に改善された 1985年

3 月には測定室の簡に. 試料調製室および測定準備室 (10 1. 5. 2 ) が新鈍され， それま

での試料調製の経験を生かして， 新たに. 使い易い， コンパクトな試料調製襲置が組

み立てられた. 以上簡単に述べた名古屋大学タンデトロン分析計の段置経過について

は文献 13 に詳述されている.

1986 年 4 月に設置準備委員会と技術専門小委員会が解散され 1986 年 12 月に， 新た

に測定利用委員会が発足され 1987 年 1 月より学内共同利用が開始された. 共同利用の

開始にあたっては. アイソトープ総合センターの人的資源が不充分であることから，

できるだけ利用者自身が積極的に試料調製や分析計の操作を行うことが合意され，実

行されている. 共同利用の申聾件数と試料散を表 1 に示す.

1983 年秋から 1987 年 12 月までに. タンデトロン加速器質量分析計を用いて湖定さ

れた試料散は約 1250個に及んでおり， 考古学， 地質学， 地理学， 環境地球化学などの

分野で貴重なデータを提供している. 加速器質量分析法による 1 ‘ C 測定では， 従来の放

射能漏定法による場合と比叡して， 炭鷲試料の量は 111000以下で充分であり， かつ湖

定可能な年代の限界は約 6万年とかなり古くなっている [14 ， 15]. それ触に， 加速器質

量分析法を用いると， 放射能湖定法では測定が不可能であった試料について， 古い年

代まで測定できるようになった. 加速器質量分析法による I 4 C 測定は. 今や， これらの

分野にとって必要不可欠なものとなっている.

3. タンデトロン加速器質量分析計

3 - 1. タンデトロン分析計による 1 4 C/13C 比測定の原理

タンデトロン加速器質量分析計の構成図を図 l に， 全体図を図 2 に示す. タンデト

ロン分析計では， 炭素試料中の 1 ・ C の存在量と 1 3 C の存在量との比( 1 4 C/ 1 3C 比〉が次の

様にして測定される[ 1 4 , 15] .セシウムスバッタ負イオン源(図 2 の sa 悶 p I e) には，炭

葦含有物質から調製された個体状の炭薫ターゲットが同時に 6個まで取り付けられ， こ

れらの試料について連続して 1 4C/1 3C 比の測定を行う事が可能となっている. 炭棄の負

イオンは， ターゲットの表面を 37 KeV の運動エネルギー〈以後， 簡単にエネルギーと

略称、する〉を持つセシウム陽イオン (Cs gun) で照射することにより形成され， 入射

部電磁石(門， n , )により 90度曲げられ加速器に導入される. この分析電磁石の磁場強

度は質量教 14 A 門 U. にセットされ 1 4C/1 JC 比の測定中は一定に保たれる. すなわち.

1 j C の測定は. 磁場強度を変える代わりに， 電磁石部の絶縁された真空容器に約 2 K V の

電圧を一時的に付加する事により行われる. この電圧により， 質量敏 13 A 門 U. の負イオ

ンは， 電磁石に入射する直前に加速される. こうして 1 3 C のエネルギーは 1 4 C のエネ

ルギーよりも若干大きくなり 1 3 C は I 4 C と同じ中央軌道をたどって電磁石を通過し〈
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表 1 .名古屋大学内共同利用申蹟状況

利用期間 申請件数 試料総数

23件
'恥.

1981年 1-3月 181個
1981年 4-1月 10 58 

1981年 8-12月 14 :13 

1988年 1-3月 8 59 

負イオン加速トイ荷幅蛮換ト吋陽イオン加適
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図 1. 1 4 C 謝定用タンデトロン加速器質量分析計の樽成.
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図 2. I 4 C 測定用タンヂトロン加速器質量分析計の全体図.

ムスリット GEL. 門 L. TL. QL: 静電レンズ系 LEC. HEC. 

Al. A2. Sl, S2 , S3: ピー

12C CUp , 13C CUp , f' C: 電涜

計測用ファラデイカップ Cs gun: セシウムスッパタ負イオン源， 問 I n げ門 1 ，門 2 :質量

分析用電磁石 ACT1. ACT2: 加速管 GV門:発電型高電圧計， E S C: 荷電変換カナル TP:

荷電変挽ガス(アルゴンガス〉のトラップ用ターボ分子真空ポンプ. OS: 高電圧発生用

の発掘器 T f :高電圧発生用のステップアップトランス E 0 :静電型 15 ・デフレクター.
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磁場強度は一定であっても) , 加速器に導入される t 4 C と 1 3 C の測定の切り替えは，

電圧の制調によって l 秒以内に行われる. 負イオンの電涜は， 必要に応じて， 出し入れ

可能なファラデイカップ( L E C) で、測定される.

加速器に導入された負イオンは， 加速器初殴部( A C T 1) で加連されたあと， 荷電

変働力ナル (E SC) を通過する隈にアルゴンガスとの衝突により陽イオンに変換され，

加速器後段部( ACT2) でさらに加速される.

加速された陽イオンは. 静電型偏向電極( E 0) でエネルギーおよび電荷( E / q) の

分析を受け+ 3価のイオンのみが選別される. さらに， 電磁石〈門 1 )で質量( I1E/q2) 

の分析を受け 1 3 C 3 .イオンは， 電磁石の中央軌道より内側に片寄って設置された(同

じエネルギーを持つとさ 1 3 C 3 ・は t 4 C J ・より軽いの、でよく曲げられる〉ファラデイカ

ップ (t3C CUp) を用いて電涜として計測される. 一方 t 4 C 3 ・は分析電磁石の中央執

道を過つで検出器に導入される. この際、 1 4 C 3 ・イオンは， 再度質量分析され(門 2) • 

マイラーの薄膜( 2. 54μ 圏厚〉を通過することにより原子番号の 2乗に比例してエネル

ギーを吸収される. このあと， これらのイオンは. 重イオン横出器 (1 4 C detector , 

シリコン表面障壁型機出器〉を用いてエネルギーが測定され， イオンの原子番号が識

別されることにより， 1 4 C 3 ・とパックグラウンドイオン( isobar である 1 4 þjl ・や 1 3 C3 ・，

1 主 (3 ・など〉とに区別され 1 4 C 3φ のみが E十数される.

以上の説明でタンデトロン加速器質量分析計の構成を概観した. この分析計が蹟

計された際には次の点が特別に配慮された.

(a) 1 4 C の isobar (同亜元豪〉である 1 4 N を除去する.

(b) 1 4 C と同重の分子イオンである 12CH 2 • 12CO , 13CH を除去する.

( c )重イオン検出器を用いて I 4 C 3 ・をバックグラウンドイオンから識別する.

これらの工夫が加速器質量分析計の設計に取り入れられたことによって始めて， 環境

中の極微量の 1 4 C (現代の炭憲の 14C/12C比は約 1 .2 川 0 ・ I 2 である〉が樹定可能になった

のである. これらの工夫の詳細については文献 14. 15 を番照されたい.

3 - 2. タンデトロン分析計による 14C/13C比の副定

タンデトロン分析計では. ターゲツト中の炭輩日含まれる I 4 C の盤は l 砂あたりの

計数率 (cps) , また I 3 C の量は平均竃涜( n A) として測定される I 4 C と I 3 C の樹定が.

分析計の状態が全〈同じという条件で行われるように t 4 C は 50秒間 I 3 C は 5 秒間の樹

定時間で. 互いに切り替えられ， この交互樹定が約 15分間繰り返される. 試料の I 4 C / 

I 3 C 比は. この比が既知の I 4 C 年代謝定用撮準体を用いて相対的に樹定される. すなわ

ち， 撮準体と未知試料とについて 14C/1 3 C 比が約 1 5 分間毎に交互に樹定され， それら

の比

R = (14C/13C) 9813Dle/ (14C/13C) 9t.nd ・ r d ( 1 ) 

が計算される. この場合についても， 分析計の状態が同じという条件で試料と標準体

の 14C/13C 比が測定されるように， 両者の制定は短時間で互いに切り替えられた方が良

いつの試料が， ルーテインの樹定条件で測定された例を図 3 に示す. 約 5 時聞かけて

R が 8 回繰り返して測定され. 平均値 <R> が決定される <R> の誤差としては， 各 R値の平

均値からのずれの程度( 1 標準偏差)と I 4 C の総計数から算出される統計誤差のうち大

きい方が用いられる. タンデトロン分析計では I 4 C 制定用の標準体として NBS-SR 門
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-4990 葎敵， N8S-R 門 -49 萄敵， あるいは木曽ひのきの 1840 ・ 1860年の年輪部から切り出さ

れた木片が用いられている.

環境試料の 1 ・ C 温度は"・odern standard の川 C. 度" (N8S-SR 門・ 4990萄厳の 1 4 C温度

の 0.95 倍〉に対する比で表わされる. そこで， 試料の 1 4 (温度は， (I)式右辺の分母が

"圃 odern standard" の 14(/ 1 3C比になる憾に校正保敵 α を <R> に積して r で与えられる.

r =α ・ <R> (2) 

援準体とんて SR 門・ 4990穆肢が用いられた場合. α の値は 1.0526 となる. また木片の場

合、 α の値として 0.98198 を用いている 1 4 C 温度は， また， 次式で定義される[; 14C 値，

あるいは炭素の同位体分別効果の補正がほどこされたム 1 4 C値で表示されることも多い.

δ14 ( = ( r - 1 ) )( 1000 ( 960 ) (3) 

ﾒ 14( = [; 14( - (25 + [; 13(PD8)(1 +δI 4 ( 11 000 ) (960) ( 4 ) 

ここで， δIJ(PDØ 値は， 試料および P08螺準体の安定炭素同位体比( 13(/12(比〉を用

いて次式で与えられる.

δ13(PDØ = [(13(/12()s../(13C/12()PDB -1] )( 1000 ( 960) (5) 

名古屋大学タンデトロン分析計では， 現在のところは C は定量されていない. そこで，

δI JC POB 値は. 通常の纏式コレクター型質量分析計 (Varian 門 at (H-7) により( O 2 ガ

スを用いて測定されている 13C/ 12 C 比制定の標準体としては 8ele ・ n i te 化石( P 0 8 標

準体)が用いられている. (4 )式の右辺第 2項の敏値 25 は， 平均的木材の δ13C PDB 値(

・ 25960 )に基づいている. これは N8S曹酸撮準体が導入される以前は I 4 C 年代測定

の撮準体として木材の年輪が用いられていた事による. 試料の δ13(PDB 値が- 2596。か

らずれている場合には， ( 4 )式を用いて同位体分別効果の補正が tÏ われる.

一方 I 4 C 年代測定の場合には， 試料の年代値 T およびその誤差 ßT は， (2) 式から

得られた 1 4 ( 温度 r とその誤差ム r および I 4 (の半減期 T I 〆 2 を用いて次式で与えられる.

T = T I ノ)( [ In(r)/ In 0.5] (6) 

ム T = [ T I 〆 2/0.693] )( [ ﾟ r / r ]  (1) 

試料の年代値は， また， 年代値の正確度を上げるために， 炭素の同位体分別の効果の

補正がほどこされた I 4 (温度である ß 14 C 値を用いて， 次式で算出される事もある.

T =一[ T I ノ 2/0.693] )( In( 1+ムI4 C/I000) (8) 

年代値の誤差ム T は， 通常 l 標準偏差 (one standard deviation) で与えられる. これ

は， 同ーの試料について， 全く同一の条件で年代制定を多数回繰り返したとき， 調定

値が T ・ム T - T t ム T の範囲に入るものが全湖定の 68% にあたり， 残りの 32% はこの範囲外

の年代値となることを意味する. 測定された I 4 (瀦度の相対誤差. すなわち ß rl r;が

土 1 %のとき， ( 7 )式からム T はま 80年と算出される.

1 4 C 年代測定のための榎準温度は I 4 (温度測定の場合と問機に~ B S ・ SR 門・ 4990種

酸 (ÔI3CpOB 値は・ 19.0960 )の I 4 (揖度の 0.95倍を用いることになっている. そして，

I 4 C 年代値は， この標準温度が対応すると定められた年代である A.O.1950 年から， 昔へ

遡って教えた年数として y 8P" を付けて表される[ 1 6 ] .すなわち， 試料の I 4 C 温度が

輔副 odern standard の I 4 C 灘度"に等しいとき， 試料の I 4 C 年代は o y BP(= A.O. 1950) 

となる. また 1 4 C の半減期として現在最も信頼されている値は 5730 土 40年であるが.

1 4 C 年代値を算出するにあたっては I 4 (年代測定法の創始者である\J. F. Libby が用い
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た半減期の櫨 5568 :t 30 年くあるいは 5570年)を用いることが慣例となっている[ 16] . 

タンデトロン分析計による 1 ・ C 年代測定では半減期 5570年を用いている.

4. 試料調組

制定者にとって I 4 C 測定の対象とされる試料は. できるだけ採集されたままの状

態で使用できる事が望ましい. しかし， 試料中の組織に炭素が固定されたのち長年月

に渡って自然環境下におかれていた場合には， 試料が本来持っていた炭寵に新たに別

の炭奮が後から付加されたり， 炭嚢の置挽が行われたりしている可能性がある. 従っ

て. 採集された試料のどの炭豪成分が樹定されるべきかは非常に重要な問題となる.

また， 実用上の見地からも， 謝定精度の向上や分析計の効率良い利用のためには，採

集された試科から純粋な炭奮が抽出される試料調製操作が不可欠である. 加速器質量

分析計を用いると極少量の炭素で年代測定が出来るため， 通常は 5- 20 図 g の純粋な

国体状炭衰の調製が行われている. さらに， 分析計で用いられているイオン源の構造

から. 炭素試料は固体状ターゲットに調製される事が要求される.

試料調製の方法に対しては， 次の事が要議されよう.

(a) 操作中に， 雰囲気中のチリやホコリ， あるいは試薬中に含まれている炭欝による

汚染がないこと.

( b )調製されたターゲットは， イオン源で使用されたとき負イオン生成の特性が良い

こと.

( c )接作過程での炭素の同位体分別効果は無視できること.

( d )操作が簡単であること.

現在用いられている試料調製の方法を図 4 に示す[ 17] .木炭， 炭化物， 木片， 泥炭， 土

壇育横物， 員結， サンゴなどの試料の処理が可能である. 図 4 に示した試科調製の操作

の中で. 二極化炭素から元嚢態炭棄への還元過程のみが， 収率が 70- 80% と良くない(

他の操作はすべて収率が 100% 近い) .この操作によって， 安定炭驚同位体比 (ÔI3CPDB

鐘)が約 1 .496。軽くなることが明かとなった[ 14] .しかし， この憧は I 4 C 灘度樹定の

誤差:t 1 %に比べると充分小さく無視できる. 調製された団体状炭器〈アモルファス炭

素〉は， 銀紛末( 150 El esh) と 1 : 1 のモル比で混合され， 手動の圧縮義置を用いてベレ

ツト状( 3 悶悶 φx 約 2 悶悶厚〉の C-Ag ターゲットに整形される.

名古屋大学では， C -A g ターゲットの作製以外に， 高温度( 1300 ・ C) と高圧力( 60 

k b )をごく少量の試料に付加する事ができる特殊な装置を用いて， アモルファス炭驚

からグラファイトを作製する妓術も開発されている[1 4 ， 17]. しかし， 別の， もっと

簡便なグラファイト作魁法として， 試料から調製されたアセチレンガス (C 2 H 2 ) を 60

Hz. 2KV の交流電圧で分解して， グラファイトをアルミニウム電極上に形成する鶴置〈

Toronto 大学方式〉が目下試作されているところである.

5. タンデトロン加速器質量分析計の性能

5 -1. 14 C 測定の精度

タシデトロン分析計を用いた I 4 C 測定の経験によれば， 現代の環境試料や年代が比

較的新しい試料〈数千年前まで〉については 2- 5 mg の炭奮を含む C -A g ターゲット
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を用いて. 約 5時間の謝定で 1 4 C 温度を相対誤差にして約:t }%( 14 C年代の誤差土 80

年)の精.度で求めることができる[ 14] .一方. もっと古い試料では 1 4 C の緯計般の減

少に伴って統計靖度が悪くなる.

また・ C湖定の再現住を調べるために， 同ーの試料〈現代の炭素試料〉を用いて，

1 4 C 温度の樹定が独立に 14 因縁り返して行われた. その結果 1 4 C 漉度の平均値は予組

櫨に良〈一致した[1 4] .また 1 4 C温度の割定値の再現性から， 独立な 1 回の樹定で婦

られる 1 4 C 温度値の正確度 (Accuracy) は土 1 .34 %と錐定された[ 14] . 

5-2. 14 C 年代測定の眼界

加速器質量分析法による 1 4 C 謝定では， 取り級われる炭事試料の量はせいぜい 5-

20 og である. 従って， 極少量の炭驚含有物質〈例えば， チリやホコリなど〉が試料に

混入しでも， それが 14 C. 度の測定結果に大きな誤差を生ずる危輸性がある. 現代の炭

葺による球料の汚染の程度と， その場合のみかけの年代値との関連を調べるために，

現代炭事の混入率が 3- 0.005% の場合について， 真の年代値とみかけの年代値との関係

を数値計算で求めた. その結果を図 5 に示す. 試料の真の年代値が 7- 8万年前を錨えて

古い場合には， わずか 50 PPII の現代炭素の混入でも， みかけの年代値は真の年代値に

比べて 5 千年 -1 万年近くも若くなってしまう事がわかる.

試料の由来から 1 4 C を全く含まないと考えられる炭素をターゲットとして用いた場

合でも， 加速器質量分析計によるルーテインの測定では“ 1 4 C" が必ず計散されている.

これらの“ 1 ‘ C" バックグラウンドの起源は，

( a )分析計自身によるもの〈例えば， イオン源やターゲット支持台に付着した炭驚不

純物!中の 1 4 C ，あるいは真空ライン中の残留ガスの 1 4 C など， ターゲット以外から

発生する 1 4 C) , 

( b) 試料調製の過程において， 外から試料へ混入した炭素に含まれる 1 4 C'こ基づくもの，

(c) 重イオン検出器で 1 4 C 3 .以外のイオンが 1 4 C と誤認される事によるもの.

が考えられる.

( a ) ~こ起源を持つ“ 1 4 C .，バックグラウンドの大きさは. 天然の鉱物から切り出され

た， 本来 1 4 C を全く含まないはずのグラファイト(推定年代 2億年〉を用いて推定され

た. グラファイトの小網は， 化学処理および真空加熱処理により炭棄の不純物が除去

されたあと， 塊のまま 1 4 C 欄定が行われ， 約 65000 y 8Pの年代値に相当することが示さ

れた(表 2 :図 5 より現代炭驚の混入串は約 0.03% と推察される) [15]. この“ 14C" バ

ックグラウンドは分析針の使用や保守の履歴に依存することが見いだされている.

(b) による“ 1 4 C" バックグラウンドの大きさは， 年代の古い(数十万年以上)試

料から調製されたターゲットの 14C年代測定を行う事によって推定される. 上で用いら

れたグラファイトは緬粉化され， 鋸粉末と混合されて C -A g ターゲツトが作魁された.

この C-Ag ターゲットの樹定結果を衰 2に示す C-Ag ターゲット作製の操作によりバック

グラウンドレベルが少し高くなっている(現代炭素の混入率は約 0.05%) . また， 土壇

育横物や貝化石等は， 図 4 に示されるように， 試料調製の過程でいったん CO 2 ガスの状

態を経由する必要がある. 現有の調製システムを用いて， 試薬の大理石試料からガス

患の CO 2 を経由して調製されたターゲットの 1 4 C 年代は 32000- 35000 y 8P (現代民嚢

の混入率は 1 - 2 %)と得られている[ 18] .現代炭素の混入率がこの織に大きい事の原因
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として CO 2 ガスの還元過程に用いられるステンレス容器に 14C汚染のソースがある事

が明かとなった. この C02 の還元操作の過程における 1 • C 汚換のレベルをできるだけ下

げるため， 現在横討が進められている.

(c) の.. 1 ・ C" バックグラウンドについて， 詳細な検討はまだ行われて，いない. 新

しい重イオン横出システムを導入する事により， 検出器から得られる情縄量を増やし

て. 入射イオンが 1 • C わであることの確認をもっと厳密に行う必要があろう.

7. 結語

名古屋大学タンデトロン加速器質量分析計を使用すれば， 現代の環境試料や年代

が比般的新しい試料〈敵千年前まで〉については 2- 5 ・ g の炭鷲を含む C-Ag ターゲツ

トを用いて. 約 5時間の制定で 1 • C の温度を約:t 1%の誤差で求めることができる. これ

らの性能で， 第一段階の研究開発は完了したとする立場から 1987 年 1 月よりタンデト

ロン分析計の名古屋大学内共同利用が開始された. しかし， 約 l 年あまり共同利用が進

められるに及んで， 同分析計の性能のレベルアップがさらに要罰されている. 例えば，

(a) 極微量の炭嚢試料(ミリグラム以下の炭素〉による I'C 制定，

(b) I.C 測定の構度の向上(:t 0.2-:t 0.5%の誤差:年代値で企 16- :t 40年の誤差) , 

(c) 測定可能な年代の上限の拡大( 7 - 8 万年前まで) , 

(d) 日あたりの樹定試科教の増加( 5-10 個/ day) • 

(e) 分析計の自動化〈オベレーターや利用者の負担を軽減するとともに， 測定結果の

operator dependence を排除する) , 

などが列手されよう. しかし， 現在行なわれている共同利用を効率良く進めようとす

れば， 分析計の稼働時間や人的資源(専任スタップは l 名のみ〉などによる制約から，

分析計の改良や新しい試料調製方法の開発を進める余裕はほとんどない. 従って，上

に述べた憾な装置の研究開発にも利用者自身が積極的に参加する事が望まれるし， 専

任スタッフの増員も強く切望される.
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表 2. タンデトロン加速器質量分析計による I 4 C il1l 定における 14 Cパックグラウン
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